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１ 研究のきっかけ 

  昨年まで、くるくる回転しながら落下する紙トンボについて研究してきた。その結果、フタバ

ガキの種子に似ている形がよく回って飛ぶことがわかった。他にも回転しながら落下する種子の

つくりを参考にすると、もっと回って飛ぶ紙トンボができるのではないかと考え、研究した。 
２ 研究の方法 

   方法１ ニワウルシの種子をもとに調べる（①そり方 ②おもりの数 ③おもりの大きさ） 
   方法２ アオギリの種子をもとに調べる（①おもりの数と位置 ②おもりの大きさ） 
   方法３ カエデの種子をもとに調べる（①羽の大きさとおもりの数） 
３ 研究の結果 

   方法１の結果【ニワウルシ】  ①羽のそり方を変える（おもり直径１㎝ １個）                   
 そりなし 片方上にそる 片方下にそる 両方上にそる 両方下にそる 片方上片方下 

１回目 １．７７ １．５６ １．３１ １．０８ １．３３ １．５３ 
２回目 １．７５ １．４５ １．３８ １．１４ １．２１ １．５６ 
３回目 １．８９ １．４９ １．３７ １．１６ １．３８ １．６７ 
４回目 １．７５ １．３９ １．４９ １．１７ １．４０ １．４５ 
５回目 １．９５ １．３８ １．４０ １．０９ １．３７ １．５７ 
平 均 １．８２ １．４５ １．３９ １．１３ １．３４ １．５６ 

  ②おもりの数を変える（羽の片方上片方下にそる、おもり直径１㎝）③おもりの大きさを変える 

方法２、３の結果は紙面の都合上省略 
４ 結果からの考察 

  方法１（ニワウルシの種子）の結果から、おもりが直径１㎝の厚紙１個で、羽を上にそりもう

片方を下にそった場合、横に移動しながらくるくる回転しながら落下するので、飛行時間が長く

なることが分かった。 
  方法２（アオギリの種子）の結果から、おもりを左右バランスよく並べるよりも、片側に寄せ 

たり、下の方に寄せた方が、よく回転することが分かった。 
  今までの研究と合わせると、よく回転し飛ぶ形は、自然の本物の種子と形が似ていることが分

かった。左右や上下の形が対称でない方が、よく回転することも分かった。 

   １個 ２個 ３個 ４個 ５個 
１回目 １．５５ １．３９ １．３１ １．３６ １．０６ 
２回目 １．５６ １．４５ １．４６ １．３１ １．１５ 
３回目 １．６７ １．４６ １．３３ １．６１ １．０６ 
４回目 １．４５ １．３５ １．２３ １．３５ １．０５ 
５回目 １．５７ １．３８ １．２９ １．３２ １．０２ 
平 均 １．５６ １．４１ １．３２ １．３９ １．０７ 

 直径 1.7 ㎝ 直径 1.3 ㎝ 直径 1 ㎝ 

１回目 １，２３ １．２０ １．５５ 
２回目 １．３８ １．１６ １．５６ 
３回目 １．２１ １．２４ １．６７ 
４回目 １．１５ １．２７ １．４５ 
５回目 １．１７ １．３７ １．５７ 
平 均 １．２３ １．２５ １．５６ 
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